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自然大好き！

７月５日（日）、家族のふれあい事業として、第１回 自然大

好き！「いいでクラブ」を開催いたしました。今回はご家族で

竹のお椀と竹箸を作っていただき、その後おいしい流しそうめ

んをたくさん召し上がっていただきました。参加いただいた、

１５家族４１名のみなさんに怪我や熱中症の症状等もなく、ご

家族で協力して安全に楽しく活動していただくことができま

した。今回も笑顔いっぱいの「いいでクラブ」となりました。 

７月号 

家族で作って、食べて、楽しもう！

各校の皆様のご対応に改めて感謝いたします 
 今回の参加者の皆様に事業を知ったきっかけについてお聞きしたところ、「（学校から）配布さ

れたチラシを見て」という回答が最も多く、全体の９０％を占めておりました。本事業の案内に

ついては各校さんにメール添付にてデータのみでお送りしております。よって、チラシについて

は各校さんにおいて印刷のうえ、各ご家庭に配布いただいたものと認識しております。 

改めてそのご対応に心より感謝を申し上げるとともに、各校の皆様の負担を増やすことなく実

施できる事業周知の方法について、今後検討してまいります。 

 

ファミリーで竹のお椀＆竹箸づくりに挑戦！ 

お待ちかねの流しそうめんタイム！！ 

家族からのアドバイスを受けて子どもたちも制作体験をしていきます お椀の材料を自分で切り出しました！ 

制作した作品にみなさん大満足の様子でした 

流しそうめんは 2 レーン常時設置！夏のプログラムとしておすすめです！！ 

仕上げはベルトサンダーで 



飯豊少年自然の家ホームページ 

www.iideshonenshizennoie.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１１日（土）、８月１

日から始まる夏キャンプ

に向けての踏査(下見登山)

を、所員と本所ホームリー

ダーで実施いたしました。

参加する子どもたちにと

って安全ですばらしい体

験になるよう、コースや危

険個所、そして磐梯山の魅

力も再確認してきました。 

 

Instagram のフォロワ
ー数、ついに 1000 人
を突破！引き続きフ
ォロー＆チェックを
お願いいたします！ 

 

７月のクマ映り込み状況と 
当面の対応について 

 
７月８日、本所の監視カメラにクマが 

再び映り込んだことにより、各団体の活
動範囲を「本館周辺及びアスレチックエ
リア内」に限定させていただいています。 
この措置は、８月末まで継続し、その後

はクマの出現状況によって判断をいたし
ます。なお、ご心配な点、不明な点等がご
ざいましたら、本所研修係（℡0238- 
74-2331）までお問合せください。 

雲の切れ間から 
猪苗代湖を望む 
ことができました！ 

 

 

様々な団体の皆様にもご利用いただいています

次のイベントは８月２３日（日）
開催「流しそうめんとクラフト
(竹と槐の一輪挿しづくり)体験」 
７月２４日（金）９：００～ 

申し込み開始です。 

各小学校の宿泊(自然)体験学習より
今年度も置賜管内から多くの小学生のみなさんに宿泊（自然）体験学習のために

来所いただいています。私が各校さんの活動を見せていただく中で、いつも感動す
る場面があります。それは、野外炊飯の後片付けの時間、そこでの子どもたちの姿
です。手を真っ黒にしながら、すすのついた鍋を精一杯磨く姿。使った用具や場所
を最後まで整えようとする姿、そして、炊飯用具返却点検に合格した瞬間「やった
ー！」と喜びを爆発させ、友達と努力を称え合う姿…。 
「不易」と「流行」という言葉があります。自然の家でのプログラムや利用団体

さんへの提案のあり方は、社会の変化、子どもたちの変化、働き方の変化等々に応
じて少しずつ変わっていくのが必然であると考えます（「流行」）。しかし、変えて
はいけない大切なもの（「不易」）が、上記の子どもたちの姿に見ることができるの
ではないでしょうか。「使う前よりきれいにして返す」「次に使う人が困らないよ
うに整える」「だれか（みんな）のために精一杯働く」…このような大切な価値観
はこれからもずっと変わらず、子どもたちに伝えていきたいものです。そして、そ
れらを伝える機会を提供できる自然の家であり続けたいと考えています。 

仙台 ECO動物海洋専門学校の 
みなさん （昆虫採集・生態調査） 

JAいいで地区女性部添川班の 
みなさん （一斗缶ピザづくり体験） 

飯豊町立飯豊第二小学校５年生 
のみなさん （総合見学学習） 

画像は米沢市立北部小学校さんの許可をいただき掲載しております。 


